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令和３年 11 月 定例教育委員会 会議録 要旨 

 

１ 日 時 

令和３年 11 月 22 日（月） 

開会 午前９時 30 分  閉会 午前 11 時 10 分 

                           

２ 場 所 

市役所西館 大会議室 

 

３ 出席及び欠席委員 

出席者 大野教育長 荒牧委員 飯盛委員 白木原委員 吉田委員 永野委員 梶原委員 

  欠席者 なし  

 

４．会議出席職員 

池田教育部長 江頭学校教育担当部長 高塚教育総務課長 楠田保育幼稚園課長 空閑生

涯学習課長 相原文化課長 福元生涯学習課副課長 松尾保育幼稚園課副課長 西教育総

務課副課長 山下教育総務課庶務係長  

 

５．傍聴者   

なし 

 

６．教育長の報告事項 

 ・11 月は「小城市文化と教育に親しむ月間」ということで例年様々な行事を展開してきていた。

昨年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のために中止になったが、今年はコロナの状況が落

ち着いていることから例年並みではないが行事の開催がなされた。 

 ・日頃の文化・芸術・芸能の発表の場ということで、見てもらう人がいて、発表するというよう

なことが非常に重要であると感じた。 

 ・小さな子どもから高齢者の方々まで直接対面をして、文化や教育に親しむこと、人と人とが触

れ合って、人のつながりがあって、交流の場があってということが、あしたへの活力となる元

気ややる気につながるものであると改めて感じた。 

 ・小城市教育研究大会ということで今年は岩松小学校と三日月小学校、三日月中学校が発表校と

なり、公開授業後に分科会で協議をしていく流れで開催した。同じ目線で小中９年間の授業の

在り方を考える機会にはなったのではないかと思う。 

 ・最後の砥川小学校までの学校訪問が終わり、１人１台のタブレットを使った授業を行うことが

できた学校もあれば、なかなか進んでいない学校、公開授業のタイミングなど難しい部分も

あったが、それぞれの学校のテーマに沿った授業並びに、先生と子どもたちがしっかり向き

合って授業が展開されていることをありがたく思う。今後も引き続き課題解決のために先生方

の授業を教育委員会として見ていきたい。 

・１日、全体朝礼、経営戦略会議、事前評価会議の開催。出席することはできなかったが千葉氏

子どもサミットが行われた。千葉県２校、岐阜県１校、佐賀県から三里小学校の１校計４校の

子どもたちがオンラインでサミットを行った。三里小は４年生が参加、他の学校は６年生が参

加したオンラインでの交流であった。 

 ・２日、桜岡小学校市教委訪問。小城多久地区衛生管理研究会の開催。 

 ・３日、小城市民文化祭うしづ一般公演会。 

 ・４日、小城式観光ビジョン推進協議会設立準備会議。教育委員会としては文化課関係のことで
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観光につなげるものがないかと参加している。県選抜中学バレーボール選手の市長表敬訪問。 

 ・５日、佐賀大学小城市交流事業の開場式の開催。「いのちを守る－疫病と小城－」というテー

マの下、12 月 19 日まで特別展が開催される。小城市民文化祭の作品展示もこの日から７日ま

で開催されていた。 

 ・７日、子ども文化まつり。 

 ・９日、小城中学校東部教育事務所の学校訪問。午後から小城中学校が県の英語教育指定を受け

ていたため研究発表が行われた。 

 ・10日、梧竹カレンダー贈呈式。今年で７回目になる。 

 ・11 日、佐賀県人権・同和問題研修会、第２回小城市文化財保護審議会の開催。昨年度は文化財

の指定を行えなかったので今年は指定をしていきたい。 

 ・13日、小城町芸能祭。 

 ・16 日、課長副課長会議、こども建設新聞贈呈。第 50 回人権・同和教育研究大会実行委員研修

会。今年の第 50回大会の反省を集約した。 

 ・17 日、小・中学校の校長会、小城市健康づくり推進協議会、管内定例教育長会の開催。教育長

連合会の佐城地区の会長を務めることになった。 

 ・18日、さくら保育園園訪問。午後から市町村教育委員会オンライン協議会。 

 ・19 日、砥川小学校学校訪問。芦刈観瀾校が一貫教育の研究発表会を行っている。議員勉強会、

令和３年度職員提案審査会、経営戦略会議、男女協働参画推進本部会議も行われた。 

 ・20 日、第 17 回小城市少年少女の声大会の開催。子どもたちの普段考えていること、それぞれ

が自分の経験や体験から、自分のこととして考えて、どう行動しようかというところまでしっ

かりと考えを持っていることに驚いた。改めて大人の私たちは襟を正して、子どもたちのしっ

かりした考え方に応えるような社会にしなければいけないと感じた。 

 ・市民会議の行事の中でモデル子どもクラブ発表会が１月下旬にあるが、協議の結果今年度まで

中止することになった。 

 ・本日、定例教育委員会、午後から人権擁護審議会の開催。 

 ・今後の予定として、間もなく第４回議会定例会が開催。12 月 11 日はじんけんふれあい講演会

の開催。 

 ・12月４日の土曜授業に牛津中学校と芦刈観瀾校は平和の出前講座が行われる予定。 

 ・11月 18日、19日に小城中学校が宿泊で修学旅行を無事に終えている。 

 

【意見・質問】 

なし 

 

７．議 事 

第１ 議決事項 

【会議録】 

教育委員会の会議録について（公開） 

 

【結果】 

 承認 

 

８．その他  

 (1)教育委員会の共催及び名義後援事業について 

 ◇教育総務課庶務係長が説明 

 ①佐賀県教育委員会「令和３年度佐賀県教育フェスタ」の共催申請。 
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 ②小城市青少年育成市民会議「令和３年度第 17回「小城市少年少女の声大会」」の後援申請。 

③能古島青少年育成協会「2022年春「能古島自然教室」」の後援申請。 

④一般財団法人小城市体育協会「第 10回小城市綱引大会」の後援申請。 

以上、共催１件、後援３件の計４件の承認４件の後援承認。 

 

【結果】 

 了承  

 

(２) 令和３年執務納め式・令和４年執務始め式について 

◇教育総務課長が説明 

  執務納めについては、12 月 28 日火曜日の 17 時から大会議室、執務始め式については、１月４

日火曜日の 11時から同じく大会議室のほうで行いたい。 

  また、今回も新型コロナウイルスの関係で執務納め、執務始め式の参加は課長以上の職員とし

ている。 

 

【結果】 

 了承  

 

(３) 令和４年小城市成人式について 

◇生涯学習課長が説明 

 令和４年の小城市成人式については、これまで数回、概要や進捗状況等を報告させていただいた。

その中で、小城会場については、新型コロナウイルス感染症対策として、会場の人数制限のため、

対象者を２回に分けて実施する方向で進めてきた。先月末に小城会場となるゆめぷらっと小城の天

山ホールの人数制限が 11 月１日以降、150 人から 250 人以内と緩和されたことに伴い、小城会場も

他の３会場と同様、１回での開催が可能ということになっている。 

 そこで、急遽、小城の企画運営委員の皆さんとともに再度検討をしたところ、開式の時間を 14

時とし、一堂に会して行うことに決定をした。 

 変更の案内については、先日、11 月 19 日発行の市報 12 月号で、紙面の関係上、開式時間を変更

したことのみの周知を行っている。詳しくはホームページ等で周知をしていくこととしている。ま

た、間もなく発送する対象者への案内にも注意していただく旨、明記するよう考えているところ。 

 教育委員の皆様にもご案内を後日させていただくので、ご臨席よろしくお願いしたい。 

 

【結果】 

 了承  

 

９ 次回定例教育委員会開催日程及び場所 

 ◇定例会 

  【日 時】 12 月 23 日（木） 午前９時 30 分～ 

  【場 所】 小城市役所 西館２階 大会議室 

 

 

10 議事【非公開】 

第１ 議決事項 

【会議録】 

教育委員会の会議録について                      【承認】 
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【議案第 18 号】 

 令和３年第４回小城市議会定例会における教育委員会所管議案について   【承認】 

第２ 報告事項 

  【報告第 37 号】 

教育委員会事務局職員の休職について                  【了承】 

 


